


対してのサポートの方法が、実はあまりまだ具体化されていない。ここでも、今までは保育所に瀬張つて

ほしいということがあつたのですが、そこで幼稚園もやってほしい等々の施策が盛り込まれました。これは

新エンゼルプランという形で具体化されました。

ところが、それでも残念ながら出生率は回復しませんでした。そこで、2002年に抜本的にとの施策を見

直すということになりまして、少子化対策プラスワンというプランが 2002年 の 9月 に出来ます。このプラス

ワンというのはどういう意味かというのはいろいろ議論がありましたけれども、もう1人子どもを産めという

意味かとかいろいろありましたが、これに基づきまして 2003年に少子化社会対策基本法、次世代育成支

援対策推進法等々の法律が出来て、いよいよ新たな展開ということになったわけです。

これは、中身はもう言うことはないと思いますが、保育所対策だけでなく、ある意味で総合施策でありま

す。あまりにも総合的過ぎて、焦点がどこなのかというのは逆にはっきりしないのではないかと、いろいろ

問題もありましたけれども、とにかくこれが今私たちの施策の背後にあって、様々な育児支援行動が進め

られているという、こういう流れになつていると思います。

この法律策定をきつかけに、子育て支援のための種々の取り組みが全国で二斉に始まつています。そ

の成果は確かに大きいものがありまして、今日も様々な取り組みが報告されると思いますが、にもかかわ

らず、出生率そのものは回復しておりません。むしろ下がり続けています。ここは一体どうしてなのか。

こういう問題が私たちに突きつけられているのですが、さらに、子育て支援の量的な拡大が進みますと、

今度は質的な点検が課題になってくるということが出てきています。端的に言いますと、子育て支援の取

り組みを非常に上手にされているところと、どうも空回りしている、というようなところとに、ある程度分かれ

てきているという現実があります。            '
例えば、私が今ちょつと関つているところでは、保育所の子育て支援プログラムというのが、あれこれか

いてあつて数えると何と数百あるのです。しかしその中身は全てイベント型なのです。何とかをやりますか

らお母さん来てください、何とかをやりますからお母さん来てください・中と、わずか 10幾つの保育所であわ

せて数百のイベント型の取組をやつているのです。しかし、それだけエネルギーとお金をかけた割には効

果が上がっていない。

これは、子育て支援というのは、何かイベントをやつてお母さんに来てもらう、子連れで来てもらうというこ

とだ、というふうに解釈しているというところからきているのだと思います。しかし、果たしてそれが子育て

支援の一番大事なことなのか、というあたりが実は十分議論されていない。こいうところが、未だかなりあ

ります。

子育て支援という言葉が本格的に出てきたのは、今から10年ぐらい前だ、と今申し上げました。しかし―

体、子育て支援というのは何をどうすることなのか、そしてそれは何ゆえに必要とされているのか、という

ことがしつかりと議論され、また説明されて、あるいは定義されて出発したわけではなかったという問題が

残されたまま出発したのです。ともかく親の子育てを支援してほしいということが先にあって、具体的に何

をするのかということについては、現場で考えてほしいというような、そういう感じでスタートしたのです。現

在、子育て支援ということで、かなり異なつてイメージが共存している背景にはそのあたりに大きな問題が

あつたのではないかと思つています。そろそろ、この問題は克服しなければいけない。

私は、最も根本的な問題というのは、こういうことだと思つています。それは、今、なぜ子育てが難しくなう

ているか、なぜ子育てを支援しなければいけなくなったか、そうした一番根本的な原因認識が共有されて

いない、ということです。

聞きなれない言葉かもしれませんが、私は「放牧と厩舎型の子育て」という、人類が長くやつてきた子育

ての最も基本的な方程式が成り立たなくなったこと、「放牧と厩舎型の子育て」が崩壊してきたということ、



これが様々な子育て困難の一番根本にある要因ではないかというふうに思つています。

「放牧と厩舎の子育て」というのは一体どういうことなのかということですが、簡単に申し上げますと、これ

まで私たち人類は、必ずしも、朝から晩までずっと子どもの傍について育てるということはやつたことがな

いのです。何よりも人々は自分たちが食べていくのに必死でしたから、家事や野良仕事のために多大な

時間を生活の中で割いていたわけです。

参考のために申し上げますと、出所は忘れましたけれども、昭和 30年のデータで言いますと、日本人の

女性の 1日 の家事日野良仕事時間は、平均で13時間半でした。これはほとんど肉体労働です。50年前で

はありますが・・・。

朝起きたら御飯をつくつて、洗濯をして、また御飯をつくつて野良へ出て、また夕御飯の用意をして、漬物

をつけたり病人の世話をして。日●と一日 13時間半も肉体労働をやつていますと、子どもの世話をかいがい

しくやるという時間はほとんど取れないわけです。それでいて、今より子どもをたくさん育てていました。私

のような団塊の世代のときは、出生率は 3人台ですが、私の母親の世代、大正時代の出生率は 5～ 6人

台です。その位の数の子どもを育てていた。しかし、1日 十数時間も家事・育児で働いている。そのため

に、子育てについては別の工夫をするしかなかつたわけですЬ

子どもがある程度自分で動けるようになれば、家の中にいると火もありますから危ないですし、仕事の邪

魔になるということもあります。そこで子どもを、ちょつと外今行つて遊んでおいでとか、何々ちゃん宅へ行

つておいでとか、おばあちゃんのとこへ行うておいでとか、という形で外へ出すわけですb

これが肝心なことでして、子どもを外に、家の近隣の地域社会に放り出して、そこで地域社会の子育て

力に依存する形で育てるということが、実はこれまでの人類の育て方の基本だつたということ、ことが大事

なところです。

これまでの社会は、家の前に車がビュンビュン走っているわけでもありませんでした。道路が舗装されて

いるわけでもありません。子どももたくさんあちこちにいます。それから、テレビだとかビデォゲームがある

わけでもないわけです。外で遊んだ方がうんと楽しいわけです。そのために、子どもたちがたむろしている

場所、路地裏だとか野原、あるいは川原とかお宮さんの境内だとか、色々なところで子どもたちは遊んで

いる。そこに行くと、遊びに巻き込まれて 1日 楽しく過ごせるわけです。

この地域社会という場で子どもたちを育てたわけです。地域には、子どもがたくさん出て遊んでいた。そ

れで巻き込まれます。それにもう1つ、地域社会には様々な大人がいました。職人さんもいます。私なども

子どものころ、近所の大工さんの仕事をよく見に行つて憧れたものです。材木をかんなで削るのを見て感

動していました。

で、そういう大人に巻き込まれる。あるいは祭りが近づくと、お兄ちやんが太鼓の練習を始めたりするの

で、自分もあれをやりたいな、ということで憧れる。そういう地域社会の大人に憧れていくということは、子

どもの育ちにとってとても大事なことでした。それから、そういう大人から様々に励ましを受けたり、色々な

ことを教えてもらう、ということも、また大事なことでした。そういう意味で、地域には豊かな子どもを育てる

力があったわけです。

その過程で、子どもたちは色々な遊ぶ力、例えば鬼ごつこをする、こま回しをする、木に登って遊ぶとい

う、そういう遊ぶ力を、それに伴つて体のしなやかさ、体の丈夫さ、さらには運動神経、自律神経、そしてけ

んかをしても次の日また仲よく遊ぶというような社会性、さらに道徳心の基本.我慢する力等々を、親が知

らないうちにたくさん身に付けていつたわけです。

食事時や、あるいは夕方になると、親は自分の子どもを呼びに行つたり、子どもたちはおなかが空いたら

帰つてくる。それを私は、子どもたちは夕方になったら「厩舎」に戻るといっています。昼間は子どもたちは



地域社会という牧場に「放牧」され、必要に応じて厩舎に戻つて育つたというふうに言つているわけです。

「厩舎」には食事づくりの手伝いをしなさいとか、ちょっと水を運んでとか、私が子どものころ、冬になると

毛糸の編み直しで手伝わされましたけれども、様々な仕事がありました。「厩舎」は仕事の場でもありまし

た。それに巻き込まれることによって、子どもたちはそこでもまた育つたわけです。

で、そこでナイフを削れるようになるとか、包Tを使えるようになるとかという技も身につけるわけです

が、とりわけ親と子どもが同じ家庭内の食事作りなどの文化を共有することによって、そこで親が子にどう

関わつたらいいのかという関わり方を親も身につけるわけです。食事をつくるときに子供も一緒に参加した

ら、自分も協力してつくったということで御飯がおいしいわけです。だんだん料理の仕方も上手になつてくる

ということは、子どもにとつてもうれしい。そして、そこで親と子が体験に基づいた会話を行うわけです。親

から「きょうも手伝つてくれてありがとう。」と言われたら、それが子どもにとって最高の褒め言葉になるわけ

です。            |
そういう意味では、実体験とそれに基づいた共感の言葉というのが子どもを育てていったわけでして、無

理に褒めるとかおだてるとか、そういうことをしなくても子どもは育っていったわけです。こういう育ち方を私

は、比喩的に「放牧と厩舎の子育て」という心、うに言つています。これは人類のこれまでの普遍的な子育て

方式だったのですね。親が朝から晩までいつもそばにいて言葉であれこれ指示しながら育てるなどという

ことは、人類はしたことがないのです。

今風に言いますと、「放牧」するということは、子どもが自然と育っていくということに委ねることですから、

「子育ち」と言えます。そして、「厩舎」の中で「子育て」というものを行つたわけです。これら全体を子育てと

言つてもいいのですが、いずれにしても、親が一手に引き受けて子どもを育てたということは今までないと

いうこと、これを認識の出発にすることが大事だと思うのです。「放牧と厩舎」という形の子育てというの

は、平安時代だろうが奈良時代だろうが、卑弥呼の時代だろうが、縄文時代だろうが弥生時代だろうが、

全てこういう方程式でやっていたわけでありまして、人類史的に言いますと、この「放牧と厩舎の子育て」

が、今、初めて出来なくなつてしまったわけです。

で、現代社会というのは、そういう意味ではこの「放牧」と「厩舎」という形で子どもを育てていくことが、人

類史の中で初めて上手く出来なくなつた社会として、特徴づけられます。千年後位の歴史家は、今を1つ

の人類の文化史のターニングポイントというふうに書くに違いないと思つています。それほど～今、大きな

社会変化が起こつている時代です。

そのために、ひたすら子育ては「厩舎」の中で行わなければいけなくなりました。「厩舎」の中でやらなけ

ればいけないのですが、しかしその「厩舎」で子どもを手伝わせて育てるということも、うんと減つてしまった

わけです。「厩舎」の育児が家事を一緒にやるという形でなくなつたら、どうしても子どものやることを親が

傍で見ていて、「もっと早くやつて頂戴。」、「これを片づけなさい。」という形の干渉が多くなります。あるい

は、親の期待が大きくなつて過干渉になります。そのために「厩舎」の育児が非常に窮屈になつていったわ

けです。

全面厩舎型の育児になつたからといつて、「放牧」して育てたような遊ぶ力、技、その器用さ、身体能力、

社会性云々というもの育てなくてもいいかというとそうはいきません。それらを「放牧」しないで育てなけれ

ばいけなくなります。これは大変難しいことです。これをいわば核家族中心の現代の親がやらなければい

けない。これは、親としても、こういうことを上手にやれる能力と、それを支える人間関係というものを豊か

に持つていなければ、もう担えないような営みにだんだんなつてきているわけです。

その「厩舎」、つまり現代は「厩舎」が中心になつて行わなければいけない時代になったのですが、その

「厩舎」には、元々、父親がもっといたのですが、今はその父親もあまりいない。夜遅くしか帰つてこない。



そういう意味では「厩舎」でこそ子育てをやらなければいけなくなつたのに、「厩舎」はかえって貧困になつ

ている。そういう問題がありまして、夢卜常な子育て困難が生じてきた。

親に「もうちょっと上手に子育てをしなさい。」と言つても、母親に負担が増えているわけですから「これ以

上、何をすればよいのですか?私は、子どもを育てるということはどうしてよいか判らないのに、頑張れと

言われても困ります。」という親が、当然出てまいります。

根本には、これまでは子どもを親がそんなに朝から晩まで見て育て育てたことは 1回もない。ちおんと子

どもは自分で育ってくれた。それが無くなつて、全部親がやらなければいけなくなつて、しかも家庭の中で

育てる方程式も変わつてしまった。どうやつて育てていいかわからない、でも誰も教えてくれない。支える

人間関係もない。こういう問題が現代の子育て問題の背後にあるのだということです。

だからこそ今は、現代風の放牧を工夫するしかないのだと思います。つまり親の子育てを全て親任せに

はしない。社会で応援しながらやつていくしかなくなつたのだと。育児のある部分の社会化です。

1つ は、元 「々放牧Jをしなければ育てられなかった。全てを「厩舎」で育てることは無理だつたわけです

から、今の子育て支援も、現代的な「放牧」環境を何とかつくり出す、という視点を持たなければ、やはり全

てを親がやらなければならなくなってしまいます。これは元々無理なのです。したがつて、子育てだけでは

なく子育ちという視点をしつかり持つことが大事だということです。

それから、2つ 日は、「厩舎」の育児が中心になつてきますけれども、その「厩舎」が今、大変ゆとりのない

ものになっています。だから、「厩舎」のゆとり、豊かさを取り戻すということをもう1回応援することです。例

えば、父親をもっと早く帰すとか、地域社会がもっと豊かに結びつくとかということです。

そこで、現代の支援は「子育ち支援」と「子育て家庭支援」という2つのテーマがくつついてくるわけです。

支援は、育児を上手く行つていない親―当然たくさん出てきます一あるいはそういう家族を非難すること、

あるいは責めることを基調とするのではなくて、現代の子育てが大変になうている、それでも育児をしてい

ることへの共感というものを、全ての基調、出発点にすべきであるということです。    
｀

中には、今の親が上手く出来ていないことを激しく非難する、という論調もありまして、だから親教育をし

なければいけないのだ、ということを子育て支援だというふうに考えている向きもあります。しかし、それで

は私は必ずしも上手くいかないと思います。

それでも「厩舎」が中心にならざるを得ないことは否定できないので、「厩舎」育児の工夫や知恵のため

の親の学びの場をつくつて参画を図ること、これがもう1つのテーマなのです。こういう形の育児支援がこ

Ⅲれからの課題になっていくのです。

あとは簡単に申し上げますけれども、日本の社会はそれ以外に幾つか特殊性を持つております。例え

ば、企業やお役所はこの「厩舎」を支援するために、父親の働き方をちゃんとコントロールするという姿勢

がまだ弱い。だから、現代の「厩舎」に父親が非常に登場しづらいという問題があります。

それから、親の世代が既に「放牧」された経験が少ない世代ですから、「厩舎」型の育児で育った人たち

が増えています。「厩舎」型の育児というのは、こうしなさい、ああしなさいというレールを先に敷かれて、そ

れが上手く出来たかどうかで評価されるという、そういう育児になつてしまいますけれども、そうなります

と、自分で自分の人生をつくつていくということが当然苦手になつていく。同じことを子どもに課してしまいま

す。

それから、親が消費社会に育った世代で、家庭で伝えていた文化が今消えつつあると言われています。

しかし、子どもを育てるのは、何度も言いますけれども、「厩舎」の中にある、例えば一緒に食事をうくると

いうようなのは文化なのですが、その文化が貧困になっている。ですから、子育て支援というのは、家庭

の文化を協同で創造していく条件を整えたり、そのノウハウを伝えたりということを当然含まなければなら



なくなつてくるわけですとこれは、大きくは家族支援です.家族政策の内容としての家族支援。

この家族支援という視点がこれまでとても弱かつた。そのために、高齢者問題と、子ども・家族B子育て問

題とが別個の論理になって、お互いに金の取り合いのような形になっている。これはおかしいのです。両

方とも現代の家族が抱えた問題ですから、両方が同じように解決されていかなければいけない。その視点

が日本では弱い、という問題が出てきています。これは日本の社会の特殊性から生まれた問題でしよう

が、こういうことも克月Rしていかなければいけません。

最後に、これからの課題ですけれども、居場所づくり、広場つくり、その他の支援活動は引き続き粘り強

くやること、若者たちの育ちべの応援をするということ、これは今のことから出てきます。現状から出発する

ということを明確にするべきだということで、これはあとで言います。あとは、福祉と教育の二本立てを克服

して、国日自治体の人材養成策として一体化するということが大事になつてきているのではないかというこ

とです。これも午後の時間にもう少しやりたいと思いますり

もう終わりますが、これだけ見てください。現状から出発ということで、「子どもの成長についての母親の

満足度比較」というデータがあります。日本と韓国とタイとアメリカ、イギリス、スウェーデンです。「子どもの

成長についてあなたは満足していますか。」とお母さんに聞いたデータなのですが、グラフで見るとこうなり

ます。満足しているというグラフが、日本のお母さんだけ、子どもが大きくなればなる程、どんどん下がつて

いつて、10歳から12歳では 36.3パーセントしか満足していません。アメリカ、イギリス、スウェーデンでは

80数パーセントが満足しています。

子どもを育てているときに、我が子の育ちに満足できないということは、子育てをやつていて一番つらい

ことです。なぜ日本の子育てがこうなつてしまうのかというあたり、ここにメスを入れるということ無しに、子

育て支援を考えても観念論になつてしまう。こういう現状からもっと出発しようということです。

それから、これは東洋大学のグループがやつている調査ですけれども、中学生日高校生に、「あなたのお

父さんはあなたにあれこれと相談しますか。」と。お父さんが子どもに相談してくるかと中高生に聞いた結

果、́「そうだ。」と『かなりそうだ。」というのを合わせますと、アメリカは 58パーセント、中国やトルコは 46パ

ーセント位ですが、日本はたつたの 2.8パーセントであります。これが現状なわけです。

こういうことになってしまっている現実から出発することを大事にするような子育て支援が、私は大事だと

思つています。
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